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（小項目評価の基準） 
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《評価結果の記述について》 

 評価結果の記述は、基本的に以下の考え方に基づいて行った。 

（１）全体評価 

【評価結果と判断理由】

全体的な取り組み、項目横断的な取り組みを含む業務実績全体を通じての評価結果と

判断理由を記述する。 

【全体的な実施状況】 

①重点的な取り組み及び特筆すべき取り組み

全体的な取り組み、項目横断的な取り組みについて、大学法人が特に重点的に取り組

んだ事項を記述するとともに、項目別評価において特筆すべき状況にある主なものにつ

いて、客観的な進捗状況等を記述する。 

②遅れている取り組み
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１ 全体評価 
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 ３ 全体評価としては、「Ⅰ 第１ 教育に関する項目」及び「Ⅰ 第２ 研究に関する項目」

の進捗状況とあわせ、平成 29 年度の年度計画をおおむね計画どおり進めており、中期目

標を順調に実施されたものと認められる。 

   平成 29 年度では、大項目においてＣ評価（やや遅れている）やＤ評価（重大な改善事

項あり）とする項目はなく、大学法人が真摯に改革に取り組んでいることが認められる。

今回の評価結果を活用し、積極的に改革・改善を行うことにより、大学運営全般が一層

充実することを期待するものである。 

【全体的な実施状況】 

① 重点的な取り組み及び特筆すべき取り組み 
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【全体評価にあたっての意見、指摘事項】 
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２ 項目別評価 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する項目 

 第１ 教育に関する項目 

【進捗状況の確認結果】 

「教育の内容及び教育の成果」、「教育の実施体制等」、「学生への支援」の取り組みにつ

いては、年度計画を計画どおり実施しているものと認められる。 

【実施状況】 

  ① 特筆すべき項目 

   ・「語学センター」における新語学カリキュラムの準備 

⇒ 習熟度別クラス編成の効果をより高めるため、学部学科の枠組みを越え、全学

部の学生が同じ時間帯で語学科目を履修できる時間割を編成した。 

・理学系新学部の設置 

⇒ （「１全体評価【全体的な実施状況】①重点的な取り組み及び特筆すべき取り組

み（P.6）参照」） 

・学生に対する支援の強化 

    ⇒ （「１全体評価【全体的な実施状況】①重点的な取り組み及び特筆すべき取り組

み（P.6）参照」） 
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・教育改革フォーラムの開催を通じた教員のさらなる教育力の向上 

  ⇒ 教養教育のあり方に大きなインパクトを与える高大接続改革に向けた教職員の意
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Ⅰ 第３ 社会貢献等に関する項目 

【評価結果】 

Ｓ 
 （参考）小項目評価 
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Ⅰ 第４ 大学の国際化に関する項目 

 【評価結果】 

Ａ 
 （参考）小項目評価 

 評 価 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 計 



15 

Ⅰ 第５ 附属病院に関する項目 

 【評価結果】 

Ａ 
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【評価にあたっての意見、指摘事項】 

 ・健診施設「ミッドタウンクリニック名駅」との連携 

  ⇒ 健康増進等を目的とした共同研究について具体的な成果が出ることを期待した

い。 
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Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する項目 
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Ⅲ 財務内容の改善に関する項目 

 【評価結果】 

Ａ 
 （参考）小項目評価 
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Ⅳ 自己点検・評価、情報の提供等に関する項目 
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Ⅴ その他の業務運営に関する項目  

【評価結果】 

Ｂ 
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３ 参考資料 

 【委員名簿】（50音順） 

氏 名 役 職 等 

内田 淳正 三重大学 学長顧問 

小笠原 剛 （株）三菱ＵＦＪ銀行 顧問 

 佐分 晴夫 ☆ 名古屋経済大学 学長 
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